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Resumen
A…mediados…del…siglo…pasado,…Américo…Castro…relacionó…el…tema…del…honor…
en…la…literatura…áurea…española…con…la…tendencia…antisemítica…de…la…época,…
la…inquisición…y…limpieza…de…sangre.…A…partir…de…aquel…momento…el…estudio…
del…honor…teatral…viene…vinculándose…a…la…evaluación…de…Castro.…Revisando…
el…estado…presente…de…la…investigación…literaria…donde…se…prefiere…disociar…
el…tema…de…limpieza…y…el…honor…teatral,…resultado…de…la…crítica…negativa…de…
la… tesis…de…Castro,…y…por…otra…parte,…considerando…el…desarrollo…reciente…
en… el… estudio… de… los… estatutos… de… limpieza… en… el… campo… de… la… historia,…
nuestro…intento…es,…de…nuevo,…asociar…el…tema…del…honer…con…la…limpieza…de…
sangre.
要旨
　20 世紀半ば，黄金世紀文学の名誉をスペイン統一後のユダヤ人排斥，
異端審問制度と血の純潔規約に結びつけたのはアメリコ・カストロであっ
た．以来，演劇作品の名誉をめぐる研究はカストロの評価と結びつくこと
になる．本稿ではカストロの学説に対する批判とともに演劇作品と血の純
潔を切り離した研究が主流になっている学界の現状と，歴史学における近
年の血の純潔規約についての研究の進展を概観し，あらためて演劇におけ
る名誉の主題を血の純潔と関連づけることを提案する．
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はじめに
　スペインの黄金世紀文学において名誉が重要な題材となっていることは
周知の事実である．この傾向はとくに演劇作品において顕著であり，名誉
を守るために父が娘を，兄が妹を，夫が妻を殺すというプロットが数多く
書かれた．その特異性はスペイン内外で耳目を集めるところとなり 19 世
紀初頭以来，道徳性や芸術性，歴史・社会的現実との関連性や起源など，
さまざまな視点からの研究が行われてきたが，まだ見解の対立を残してい
る問題もある．本稿では名誉をめぐる 20 世紀の研究動向を，社会的現実
との関連性，とくに血の純潔をめぐる問題について整理する．
1．名誉を意味する二つの語彙の問題
　はじめに，スペイン語に存在する名誉を意味する二つの語彙，honor と
honra の問題にふれておかなくてはならない．それらのあいだに意味的な
差異があるか否かについては，異なる見解の混在する現状があるからであ
る．
　フーゴ・ライエンバーガーは「honra と honor を区別して honra とは何
かを説明する試みは必ず失敗する．黄金世紀の作家たちにとって，これら
の言葉は同義だったからだ」と述べている（Laitenberger：10）．またイ
グナシオ・アレリャノは「honor と honnra を対置する誤り」と一言のも
とに否定したうえで，注には根拠として「honor は honra と同義である」
という Covarrubias の引用と，後に述べる Chaushadis（1982）を示した
（Arellano：2015）．一方でマヒステリオ・カサルス Magisterio… Casals 刊
の中等教育教科書 Literatura 2 は゜「honor は家柄の高さに付随し，貴族
が祖先から受け継ぐ特権であるのに対し，honra は主観的なもので，個人
の徳性であり受け継がれない」と二つを明確に区別し，さらに honra は「他
人の評判のうちにあり，命にも匹敵するもので，それを失うことは社会的
死に相当する．したがって，その喪失または毀損は回復されなければなら
ない」と付け加える（1998:…202）．これは 1992 年から 2007 年まで使用さ
れた教科書であり，文学研究者ではない一般のスペイン人の常識を形成し
てきたと言ってよい．事実，インターネットで「honor… honra… diferencia
（honor… honra… 違い）」と入力して検索すると wikipedia をはじめとする多
くの記事がヒットし，honor を内面的なもの，honra は外面的で他人の評
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判のなかにあると区別する．それらは黄金世紀の社会や文学に言及するが
必ずしも専門論文ではない．
　そもそも honor と honra の区別はいつから始まったことなのだろうか．
クロード・ショシャディによれば，アメリコ・カストロが『葛藤の時代に
ついて De la edad conflictiva. El drama de la honra en España y su 
literatura』（1961）で主張したことが反響を呼び，多くの研究者に受け入
れられて定説となった．しかしながらカストロの二つの語彙の違いについ
ての記述はわずか一段落しかなく，そのなかで三種類の対立概念を提示す
るという大ざっぱで曖昧なものである（Chaushadis:… 70-73）．黄金世紀演
劇のテクストを見る限り，honra，honor のどちらを選択するかは韻律上
または文体上の理由によるもので，意味の違いは存在しないと結論づけた
（Chaushadis:… 84-87）．「honor と honra または辞書学における誤りはどの
ように犯されるか Honor… y… honra… o… cómo… se… comete… un… error… en…
lexicografía」という，1982 年に発表された挑発的なタイトルの論文は，
二つの語彙が同義であることについて反論の余地を残さないものであるに
も関わらず，その後も honra と honor を区別する論説は書かれ続けてい
る 1．一方で，二つの語義の違いに着目したのはカストロが最初というわけ
で は な い． エ ン カ ル ナ シ オ ン・ イ レ ネ・ セ ラ ー ノ・ マ ル テ ィ ネ ス
Encarnación-Irene… Serrano… Martínez（1956）に王立アカデミーの辞書を
根拠とする区別があり，honor は内面的 íntimo（espiritual）であるが
honra は外面的 externo（opinión… ajeno）であるとする二項対立（Serrano…
Martínez:…F279 － 280）はカストロとも共通である 2．honor と honra をめ
ぐる議論は語彙の同義性を越えて，名誉の概念それ自体を問題にすること
になった．カストロが示した三通りの二項対立の一つである「内面にある
もの（徳）vs. 外にあるもの（他者の評判）」は，名誉という言葉が指し示
す二つの異なる概念として，その後も議論されることになる．
1　Jesús…Cañas…Murillo…(1995),…María…Victoria…Martínez…(2008).
2　Hispanic Review…XXVI… (1958)… に Gustavo… Correa による Serrano… Martinez… (1956)
の書評（305-307）(No.4… Oct.) があり，カストロにもこの情報は共有されていたと考え
られる．
＊　本稿は 2018 年度日本イスパニヤ学会第 64 回大会（南山大学）における口頭発表
をもとに執筆した．
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2．名誉の概念と血の純潔 : 
1）20 世紀前半の名誉についての研究 : アメリコ・カストロとメネンデス・
ピダル　
　黄金世紀文学と名誉についての研究は 19 世紀を通じて存在したが 3，20
世紀の研究はアメリコ・カストロに負うところが大きい．「16・17 世紀に
おける名誉の概念に関する考察 Algunas… observaciones… acerca… del…
concepto…del…honor…en…los…siglos…XVI…y…XVII」（1916）は，創刊 3 年目の
Revista de filología española に 2 部に分けて掲載された計 79 頁におよぶ
論文である．
　19 世紀初頭以来のスペイン文学と名誉についての文献を年代順に網羅
して論じた後，ローペ以前の演劇における名誉，ローペおよび黄金世紀演
劇における名誉，騎士道物語の名誉，16・17 世紀のモラル（決疑論）と
の関係，その先駆けと考えられる中世の概念（『七部法典』と聖トマス）
と名誉に関するほぼすべての話題を網羅している．黄金世紀演劇における
名誉については以下のように説明される．名誉は貴族に所属する．また名
誉は個人の徳性に基づくものではあるが，fama（評判，他者の評価）と
同一である．名誉は何よりも大切なもので，それを失うことは死に等しい．
不名誉は秘密にすることが望ましく，また報復によって返上されなければ
ならない．これらは後に幾度となく示されることになる黄金世紀演劇の名
誉の概念であり，この論文が以後の研究の基礎となっていることがわかる．
　ここでは名誉はまだ血の純潔と結びつけられてはいないが，前半のまと
めで示される見解は特記に価する．カストロによれば，名誉の概念はスペ
イン独自のものではなく，16・17 世紀の他の国にも見られる普遍的なも
のである．それがなぜスペイン文学の中で独自の重要性を持ち，スペイン
文学の特徴と言われるのか．その答えは（推測でしかないが，と断りつつ）
スペインでは評判 opinión が，他の国にくらべて，社会的に強い意味を持っ
ていた．他の国との違いは，名誉の概念の質にあるのではなく，その生活
への影響の量による．つまり，名誉が 17 世紀のコメディアにおいて重要
なものとなった理由は，その時代の社会にあったと結論づけている
（Castro,… 1916:… 48 － 50）．後年の血の純潔問題と結びつく考え方がすでに
3　そのすぐれた概説は後述する Castro…(1916)…の第一章を構成している．
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示されているといえよう．
　後年の研究で言及されることの多いもう一つの文献であるメネンデス・
ピダルの「スペイン演劇の名誉について Del…honor…en…el… teatro…español」
にも触れておかなければならない．これは 1939 年にハバナで行われた講
演だが翌年にアウストラル文庫 Colección…Austral の『セルバンテスとロー
ペ・デ・ベガについて De Cervantes y Lope de Vega』に収録され，その
後何度も版を重ねたため，黄金世紀演劇の名誉について扱う最も普及した
文献となった．19 世紀の名誉に対する批判的な批評の存在，『七部法典』
と聖トマスに遡る中世の概念，名誉の概念は普遍的なもので中世が起源で
ある，などの認識は上記のカストロ（1916）と共通する．異なるのは騎
士道（ただし騎士道物語ではなく武勲詩）に起源があると認める点
（Menéndez… Pidal:… 154-159），および 16・17 世紀のスペイン演劇における
名誉の流行は，ヨーロッパの中世に共通する事柄がスペインで遅れて開花
する，ロマンセロや騎士道物語，神秘主義文学同様の現象の一つとしてい
る点である．
2）20 世紀後半 : アメリコ・カストロにおける名誉と血の純潔
　近世スペインにおける血の純潔とはキリスト教徒以外の信仰を持つ血脈
に連なっていないことを意味する．15 世紀末から 16 世紀初頭にかけてカ
トリック両王が発布した追放令により，イベリア半島にはユダヤ教やイス
ラム教から改宗してキリスト教徒となった多くの改宗者すなわち「新しい
キリスト教徒 cristianos…nuevos」が出現することになった．これに対して，
最初からキリスト教徒であった人々（ユダヤ教やイスラム教からの改宗者
の子孫ではない人々）を「旧いキリスト教徒 cristianos… viejos」と呼ぶ．
血が純潔であるのは，この旧いキリスト教徒たちである．ユダヤ教からの
改宗者は 14 世紀末のユダヤ人迫害を機に発生し社会的地位を確立するに
至った．15 世紀中葉，改宗ユダヤ人の社会的上昇に苛立つ旧いキリスト
教徒たちが一定の職業・集団から彼らを排除するために定めたのが血の純
潔規約である．カトリック両王のもとで偽の改宗者を摘発するために作ら
れた異端審問制度は血の純潔規約の普及を推進する結果となり，16 世紀
半ばには各地の聖堂参事会，騎士修道会などで新しくメンバーとなる者に
対し，祖先にユダヤ教徒やイスラム教徒の血をひく者がいないかどうかを
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調べる血の純潔調査が行われることになった 4．
　アメリコ・カストロは『歴史のなかのスペイン España en su historia. 
Cristianos, moros y judíos』（1948）および『スペインの歴史的現実 La 
realidad histórica de España』（1954）において異端審問制度と血の純潔
の問題に焦点をあてた．そして『葛藤の時代について』においては，血の
純潔と演劇における名誉を関連づけた5．社会における血の純潔規約の普及
が演劇における名誉の主題の流行を生んだというのである．コンベルソ
（改宗者とその子孫）の研究が本格的に始まったのは 1940 年代であり「そ
の成果が著作として結実するのは 50 年代から 60 年代にかけて」（坂本：
96）である．カストロの著作はこの分野における先駆的なものであり，そ
の後の研究に多大な影響を与えたが 6，一方では強い反発も存在した．
3）カストロに対する批判
　アメリコ・カストロの主張に反対する論調には二つの傾向がある．一つ
は文芸批評の視点から，もう一つは歴史学の立場からのものである．
　前者の例としては C.A. ジョーンズが挙げられる．彼は「スペイン黄金
世紀演劇における名誉 : その現実生活および道徳との関係 Honor… in…
Spanish… Golden-Age… Drama:… Its… Relation… to… Real… Life… and… to… Morals」
（1958）においてカストロ（1916）が決疑論と演劇における名誉の関係を
論じた部分について，演劇の名誉を現実生活およびモラルの反映と考えて
いるとして批判した．また「歴史的現象，慣習および芸術の主題としての
スペイン的名誉… Spanish… Honour… as… Historial… Phenomenon,… Convention…
and… Artistic… Motive」（1965）では『葛藤の時代について』の一節を引用
し賛同しながらも，演劇のなかの「名誉」を歴史的あるいは社会的な現実
の反映と見ることは，演劇作品を作品の外にある何かに基づいて考察する
ことであり，作品の少なくとも一部分を文芸批評の視点からというより社
4　異端審問制度と血の純潔規約の違いについては坂本宏（2010）を参照．
5　括弧内には初版の出版年を示した．『スペインの歴史的現実』『葛藤の時代について』
はそれぞれ，大幅な増補改訂を加えた第２版が存在する．これらの違いについては本田
誠二氏による翻訳『葛藤の時代について』の「訳者あとがき」（393-400 頁）に詳しい．
6　例としては Domingo… Ricart… (1964),… A.A.Van… Beysterveldt… (1966),… Melveena…
Mackendrick(1984),…Jesús…Cañas…Murillo…(1995) など．
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会史的な視点から扱うことになると警告する（Jones,…1965：32-33）．そし
て「演劇における名誉の規範は現実の現象というより文学上の（演劇の）
約束事としてみたようがよい」という 1958 年の提案をくり返した（Jones,…
1965：33）．ジョーンズは「歴史的道徳的な問題についてすべての考慮を
拒絶するわけではない」（Jones，1965：34）と控えめな姿勢を見せてい
るが，文学作品の分析に文学外の要素を持ち込むべきではないという
ニュークリティシズムの見解は当時も，またその後にも，強い支持を得る
ものであった．
　後者の例としてはヘンリー・ケイメンの「血の純潔とアメリコ・カスト
ロの亡霊 : 文学を分析する手段としての人種主義 Limpieza…and… the…Ghost…
of…Américo…Castro:…Racism…as…a…Tool…of…Literary…Analysis」（1996）がある．
多くのスペイン研究者にとって「血の純潔」が触れざるをえないものと
なっている背景にはフランコ政権の存在がある．カストロは異端審問制度
が今日の「考えない，知ろうとしない，本を読まない」スペインを作った
と主張し，文学に与えた影響についての分析では「血の純潔」に焦点をあ
て，それを異端審問に関連づけた．以来，多くのスペイン研究者にとって
は「血の純潔」は触れざるをえないものとなったとしながら，ケイメンは
歴史家らしく数多くの資料や事実を列挙するかたちで，血の純潔規約に対
してスペインの権力（王権，教会，異端審問）が一枚岩だったわけではな
く，この問題がそれほど多くの人々の生活を抑圧していたわけでもないと
主張し，カストロとその追随者たちが「血の純潔」問題を過大評価してい
ると批判した．刺激的なタイトルにもかかわらず，「人種主義を用いて文
学作品を分析した」研究論文が具体的に示されているわけではない．具体
的に指摘されるのは「血の純潔問題は当時の人々のオブセッションとなる
ほど大きな抑圧だった」というようなカストロの言い方，大きな社会的な
問題だったという捉え方，そしてそのようなカストロの指摘を受け入れた
マルケス・ビリャヌエバの「血の純潔と戦うことは当時のスペイン社会で
は最高に反抗的な行為であった」という表現である．ケイメンが挙げる血
の純潔問題をめぐる歴史的事実（血の純潔規約に対する批判の存在）は，
カストロやその後継者たちの文献にも記述されている事柄であり，批判す
る側と批判される側を分けるものは解釈の違いであると理解される．
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4）名誉の概念と血の純潔についての研究の現状
　名誉の概念および血の純潔との関わりはその後どのような推移を辿って
いるのだろうか．反論も含めて，カストロの著作に刺激を受けたと思われ
る論文が数多く書かれた 1970 年代から 80 年代に比べて，問題に対する
議論は沈静化している印象を受ける．現状の考察として，1990 年代以降
このテーマについて発言しているポスト・フランコ世代の仕事を取り上げ
たい．
　名誉の概念を整理したのはコンプルテンセ大学のホセ・マヌエル・ロサ
ダ・ゴヤ José…Manuel…Losada…Goya（1962 年生）である．彼は 17 世紀の
スペイン戯曲がフランス語に翻訳・翻案される際に，「名誉」に関連する
スペイン語がどのようにフランス語に置き換えられたかを扱う論文
（Losada,… 1993）で，名誉を四つの概念に分類した．すなわち，評判
opinión， 徳 virtud， 貴 族 で あ る こ と nobleza， 血 の 純 潔 limpieza… de…
sangre である．「評判」はこの中で最も重要なもので，他の三つはこれに
従属するものであるという（Losada:… 590-591）．「評判」と「徳」はカス
トロの honor/honra の区別のなかに言及されていた．「貴族であること」
は名誉が「権力に対して払われる敬意」（Covarrubias）であるからには当
然，その概念の一部を構成する．4 番目に「血の純潔」があることから，
名誉に血の純潔と結びつく側面を認めていることになるが，それと「評判」
の関係には触れていない．また「名誉劇 dramas… de… honor… 」がフランス
では理解されなかったことを取り上げるが，この場合の honor が上述し
た四種類の名誉とどうかかわるかにも触れていない（Losada:… 594 －
596）．
　黄金世紀演劇の名誉をめぐる諸問題に最も継続的に取り組んでいるのは
ナバラ大学のイグナシオ・アレリャノ（1956 年生）である 7．最新の論文
である「黄金世紀演劇における名誉（および権力）の倫理 Éticas… del…
honor（y…del…poder）en…el…teatro…del…Siglo…de…Oro」（2015）では名誉の概
念および血の純潔に関して明快な姿勢を示している．上述したロサダの分
類に対しては，演劇において扱われるのは「評判 opinión」のみであると
主張する（Arellano，2015: 18-19）．アレリャノによれば「名誉」とは貴
7　1988 年以来計 5 本の論文を執筆している．詳細については文献一覧を参照．
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族の権威の別名である．その階層に属するものは社会によって認められた
権威（評判あるいは尊敬）を守って行かなければならない．この権威が失
われれば社会秩序は破壊され混沌と暴力に支配されることになる 8
（Arellano,… 2015:… 25）．『名誉の医師』のドン・グティエレには，社会シス
テム（国王を頂点とする貴族支配の社会）を維持する責務があり，それを
果たすために妻を殺すのだと説明する（2015:… 26）．名誉と血の純潔の関
わりは認めないという彼の姿勢は，論文の第一段落に示される次のような
文言に明らかである．
［前略］アメリコ・カストロとそれに追随する人々の，血統や血の純潔
その他の陳腐な話題についての理論は，名誉のなかに，黄金世紀の演劇，
文学，イデオロギーの回転軸の支点を見いだすよう導き［中略］ローペ
の見解やカルデロンの筋書きを演劇固有の枠組みの中に位置づけること
を妨げることを始めとして，多くの誤解を誘発してきた（Arellano,…
2015:…17）．
　続いてカストロの理論を要約し，『葛藤の時代について』で名誉が血統
と宗教に結びついたものとして解釈され，旧いキリスト教徒と結びついた
「評判」に基づく名誉と，新しいキリスト教徒が主張した徳に基づく名誉
を対置したとして，「この種の考え方は名誉を文学的要素としてではなく
思想的倫理的価値として考察するものであり，後世の批評家たちは，ニュ
アンスの差こそあれ同じ方法を踏襲している」と断じた（Arellano,… 2015:…
18）．
　文学の要素と思想的倫理的価値を対置して後者を排する論調には C.
A. ジョーンズの影響が伺われる．上記の引用部分のあとロサダへの言及
に移ることから，「同じ方法を踏襲している」研究者は厳密にはアメリコ・
カストロの信奉者というよりも，黄金世紀演劇の名誉を血の純潔と結びつ
ける論調のすべてを指していると理解される．しかしながらアレリャノの
理解とはうらはらに，現在の文学研究の主流は名誉を血の純潔と結びつけ
8　この考え方はジラールの暴力理論に基づくと述べている（Arellano,… 2015:25,… nota…
27）．
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ることには消極的に思われる．さらに新しい研究（Lauer,… 2017）におい
ても，演劇における名誉と血の純潔の関わりは明確に否定されている．
Ⅲ　歴史のなかの「血の純潔」問題
1）「血の純潔規約」について
　最初の「血の純潔規約」は 1449 年トレドで，司法長官ペドロ・サルミ
エント Pedro…Sarmiento が起こしたユダヤ人改宗者に対する暴動に際して
出された．規約は教皇庁はじめ聖職者，法律家の反対を受けながらも徐々
に広がり，1547 年にはトレドの司教フアン・マルティネス・シリセオ
Juan…Martínez…Silíceo のもとで聖堂参事会員から改宗者を排除する規約が
承認された．この時は教皇庁，国王によって執行を停止されるが 1555 年
には両者が認可し，この頃から規約が普及する．規約を採用した組織・団
体では，地位を得ようとする志願者に対して，異教徒の血がはいっていな
いことが世代を遡って調査された．
　血の純潔をめぐる実証研究は 1990 年代に始まる．その中で，血の純潔
規約による改宗者差別の実態がそれほど厳格なものではなかったことや，
時代と地域によって運用に差異があることなどがわかって来た（坂本：
96-97）．しかしながら，そのことが血の純潔規約の存在を否定するもので
はないし，規約が当時の社会に生み出した心理的影響を否定するものでも
ない．
　21 世紀に入ってからの研究（Hernández… Franco,… Ruiz… Ibáñez,… 2003）
に基づいて述べれば，血の純潔規約は 16 世紀半ばに普及したが，その排
除の機能は一様ではなく，その結果としての社会的葛藤も一様ではなかっ
た．王権による貴族の身分や官職売買が一段落した 16 世紀末の 30 年か
ら 17 世紀にかけては，規約による排除を通過した新しいキリスト教徒を
含む新興エリートたちの「同化」が進むとともに，規約に対する非難ある
いは規約の機能を制限しようとする動きが顕著になる．17 世紀を通じて
規約の排除機能はそれほど強くは働かなかったが，旧いキリスト教徒であ
る以外に社会的上昇（栄達）の切り札をもたない階層にとっては血の純潔
は大切なもので，貴族証明書を持たない彼らにとっては「評判」だけが頼
りだったし，民衆的なレベルでの反ユダヤ感情は信仰と結びついて存続し
ていた．つまり「血の純潔」に基づいて他者を社会的に排除しようとする
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動きは存在したので，排除される側はたえず「評判」におびやかされるこ
とになり，血の純潔規約がひき起こした社会的葛藤はたしかに存在した．
一方で実際にはその影響をこうむらなかったケースのほうが多く存在した
のである（Hernández…Franco,…Ruiz…Ibáñez：51-54）．
2）16 世紀の文献に見る「名誉」と「血の純潔」
　「名誉」の概念は 16 世紀においては「血の純潔」と結びついていた．こ
こではそれを示す二つの文献について触れる．
　一つは血の純潔規約を批判したドミニコ会士アグスティン・サルシオ
Agustín… Salucio の著作（1599 年執筆，出版は 1600?）に関連する書類の
なかにあるカスティリャ王国からの文書である 9．
　　“…porque…en…España…ay…dos…géneros…de…Nobleza.…Una…mayor,…que…
es… la… hidalguía,… y… otra…menor… que… es… la… limpieza,… que… llamamos…
cristianos…viejos.…Y…aunque…la…primera…de…la…hidalguía…es…más…honrado…
de…tenerla,…pero…muy…más…afrentoso…es…faltar…a…la…segunda:…porque…en…
España…mas…estimamos…un…hombre…pechero…y…limpio…que…a…un…hidalgo…
que…no…es…limpio.”
　「というのは，スペインには二種類の貴族が存在するからである．上
位のそれは身分としての貴族，下位のそれは，私達が旧いキリスト教徒
と呼んでいる血の純潔さである．前者，身分としての貴族は，それをもっ
ていればなお敬われるが，後者を欠くほうがさらに大きな恥辱である．
スペインでは血が純潔でない貴族よりは純潔な平民のほうが尊敬される
からである．」（Hernández…Franco,…Ruiz…Ibáñez：35）
　名誉はもともと貴族の身分に付随するものである．旧いキリスト教徒
（血が純潔である者）はもう一つの貴族であるといい，それは貴族証明書
よりも上であると断じた．
9　スペイン国立図書館所蔵の手稿 Ms.… 13.043 からと示して Hernández… Franco,… Ruiz…
Ibáñez の冒頭に掲げられた引用である．
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　もう一つの例としてはフアン・デ・アビラ Juan… de… Ávila（1500-1569，
1970 年列聖）が挙げられる．プリード・セラーノ Pulido…Serrano によれば，
彼は著書のなかで繰り返し《世俗の言葉》ではなく真実の言葉に従うよう
にと勧める 10．世俗の言葉とは「名誉 honra」「不名誉…deshonra」そして「純
潔 limpieza」にかかわるものであった．すなわち，旧いキリスト教徒
cristianos… viejos は名誉があり清浄であり honrados… y… limpios 新しいキリ
スト教徒 cristianos… nuevos… は汚れていて不名誉である… no… limpios… y…
deshonrados という当時の誰もが信じている常識を世俗の言葉と呼んで，
そうではない真実の名誉 honra と純潔 limpieza に信仰を通じて到達する
ように教えている．このようなフアン・デ・アビラの表現から，通俗の言
語（当時の人々の常識）では，名誉が旧いキリスト教徒を意味する血の純
潔と結びついていたことが明らかになる．
Ⅳ　結論
　20 世紀のスペイン黄金世紀文学における名誉の研究はアメリコ・カス
トロに牽引されてきたと言える．彼の異端審問制度とユダヤ人排斥につい
ての研究のなかでスペイン演劇が名誉の主題を好んだ理由が血の純潔と結
びつけられた．カストロの学説は以後の研究に大きな影響を与えたが，同
時に，血の純潔と演劇における名誉を結びつけることは二つの方向からの
批判にさらされることにもなった．一つは文芸批評の方法論からの，文学
作品の分析を文学外の事象を用いて行うべきではないという主張であり，
もう一つは歴史学の視点から，カストロの認識が歴史の現実を反映してお
らず，誤った認識の上に文学研究を構築することへの警鐘である．そのよ
うな論調のもとに近年では名誉を血の純潔と無関係なものとする研究が主
流となっている．
　時代の流れのなかで，文学の分析に他分野の研究成果を援用することは
タブーではなくなった．一方でコンベルソと血の純潔規定に関する研究は
進んでおり，カストロの学説の修正に向かっている事も事実である．しか
しながらカストロのコンベルソ研究はこの分野の先駆的なものであり，そ
10　具体的には，El Audi, Filia（『雅歌』の注釈）の第 2 章，第 3 章，第 4 章と説教第
52 番である（Pulido…Serrano…:…353,…336）．
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の修正がただちに彼の学説に影響を受けた研究の全面的な否定につながる
ものでもない．16・17 世紀に血の純潔規約の普及にともなう旧いキリス
ト教徒と新しいキリスト教徒（コンベルソ）のあいだの葛藤が存在したこ
とは事実であり，それが論争の的となった事も事実である．血の純潔問題
が社会的に大きな影響を持ったことはいわゆる「緑の本」11 の存在によっ
ても明らかであった．
　16 世紀に「名誉」が旧いキリスト教徒すなわち血が純潔である者を示
す事は当時の文献にも確認できる．演劇においても「名誉」がその文脈の
なかにあったことは当然であり，演劇作品における名誉の概念から「血の
純潔」を排除することには無理があると言わざるをえない．黄金世紀の演
劇において夫や家族の名誉が女性によって左右されること，名誉の回復の
ために夫による妻の殺害，父による娘の，兄弟による姉妹の殺害が正当化
されることも，女性の性行動により一族にコンベルソの血が混入すること
への危惧を抜きにしては説明できないからである 12．黄金世紀演劇の研究
のなかで「血の純潔」問題をタブー視しないことこそが「アメリコ・カス
トロの亡霊」への決別と言えるのではないだろうか．
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